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Jupiter登場！

2003年6月にDallasで開催された、

Tech・Ed 2003において、BizTalk Server

の次期バージョンのベータ版が参加者

に配布されました。今回からは、BizTalk

オーケストレーションを、この次期バー

ジョンをベースにして解説します。無償

評価版はマイクロソフトのWebサイト

より申し込み可能です。開発コード

Jupiterと呼ばれていたこの次期バージ

ョンの正式な製品名は未定ですが、現

在は「BizTalk Server 2004」と呼ばれて

います。

BizTalk 
Server 2004で
何が変わったか？

BizTalk Server 2004での変更点を一

言で表現すると、「すべてが変わりまし

た」と言えるでしょう。BizTalk Server

2000からBizTalk Server 2002へのアッ

プグレードとはまったく比べ物になら

ない変化があります。アーキテクチャの

変更、数多くの追加機能、Windows Ser

ver SystemやOffice Systemさらには、

Visual Studio .NETとのより密接な統合

など、これらの変化はまさに「進化」

と呼ぶにふさわしいものになっている

と言えるでしょう。

しかし、製品の実装面で大きな進化

がある一方、製品の活用方法に関して

は、まったくと言っていいほど変化は

ありません。つまり、企業アプリケー

ションのビジネスロジックを実行する、

オーケストレーションサービスを提供

するのがBizTalk Serverであることに変

わりはないわけです。

では、早速、BizTalk Server 2004の

進化を紹介しましょう。

Visual Studio 
.NET 2003で
オーケストレーション

はじめに体験する変化は、「BizTalk

オーケストレーションデザイナ」「Biz

Talkエディタ」「BizTalkマッパー」の

Visual Studio .NET 2003との統合でしょ

う（もちろん、製品のインストールプ
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ロセスも変わっていますが）。このため、BizTalk Server

2004をインストールするには、Visual Studio .NET 2003が

必要となります。

これまでのBizTalk Serverでは、ビジネスプロセスの開発

にBizTalkオーケストレーションデザイナという専用の開発

ツールが提供されていたわけですが、ビジネスプロセスだ

けを開発するデベロッパーは少なく、ほとんどの場合、ビ

ジネスプロセスを実現する各ステップ（コンポーネント）

も開発することになります。また、各コンポーネントとデ

ータ（メッセージ）のやり取りを行なう場合、スキーマの

定義や変換が必要になる場合があります。そのためにBiz

TalkエディタやBizTalkマッパーという専用ツールがありま

した。

しかし、同じデベロッパーが、それぞれの開発コンポー

ネントごとに異なる開発ツールを使用するよりも、統合さ

れたひとつの開発ツールを使用したほうが、ツールの使用

方法の習得や実際の開発作業が効率化されることは容易に

想像がつきます。BizTalk Server 2004では、まず、この点

が実現されました。

BizTalk Server 2004をインストールすると、Visual Studio

.NET 2003の「新しいプロジェクト」画面にプロジェクトの

種類として「BizTalk Projects」が追加され、テンプレートと

して「Empty BizTalk Server Project」が選択できます（図1）。

新しく作成された、BizTalkプロジェクトに［新しい項目

の追加］を行なうと（図2）、これまでそれぞれ専用のツー

ルを使用して作成していた表1のBizTalkオーケストレーシ

ョンの機能が、すべてこのVisual Studio .NET 2003プロジ

ェクトで開発できます。

BizTalkエディタ（図3）やBizTalkマッパー（図4）に関

しては、以前のツールを使用した経験があれば、問題なく

使いこなすことができるでしょう。また、使用経験のない

方であっても、BizTalk Server 2004に付属のヘルプドキュ

これまでのBizTalk Serverを用いたアプリケーション開発

では、BizTalkエディタ、BizTalkマッパー、BizTalkオーケス

トレーションデザイナを使用しました。また、コンポーネン

トは、Visual Studio .NETを使用しました。これらがすべて

Visual Studio .NET 2003に統合され、デベロッパーは使い

慣れたVisual Studio .NET 2003だけを使用すれば、開発が

できます。しかし、統合によるメリットはこれだけではあり

ません。ビルド、配置、さらには.NET Frameworkやコンポー

ネントの参照、Webサービスの利用などにおいても一貫した

操作性を提供します。この点は次回以降も詳しく解説します。

開発はすべて Visual Studio .NET 2003

図1：BizTalkプロジェクトの新規作成

図2：BizTalkプロジェクト内のテンプレート

図3：BizTalkエディタ




